柿本人麻呂「吉野讃歌」の構想 -第一歌群から第二歌群への展開- by 木村 康平
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吉
野
の
宮
に
幸いでます
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
や
す
み
し
し　
我わ
が
大
君
の　
聞
こ
し
食を
す　
天あめ
の
下
に　
国
は
し
も　
さ
は
に
あ
れ
ど
も　
山
川
の　
清
き
河かふ
ち内
と　
御みこ
こ
ろ心
を　
吉
野
の
国
の　
花
散
ら
ふ　
秋
津
の
野
辺
に　
宮
柱　
太
敷
き
ま
せ
ば　
も
も
し
き
の　
大
宮
人
は　
舟ふね
並な
め
て　
朝
川
渡
り　
舟ふな
競ぎほ
ひ　
夕
川
渡
る　
こ
の
川
の　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　
こ
の
山
の　
い
や
高
知
ら
す　
水
激たぎ
つ　
滝
の
都
は　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
 
（
巻
１
・
三
六
）
　
　
反
歌
見
れ
ど
飽
か
ぬ　
吉
野
の
川
の　
常とこ
滑なめ
の　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　
ま
た
か
へ
り
見
む 
（
三
七
）
や
す
み
し
し　
我
が
大
君　
神
な
が
ら　
神
さ
び
せ
す
と　
吉
野
川　
激たぎ
つ
河
内
に　
高
殿
を　
高
知
り
ま
し
て　
登
り
立
ち　
国
見
を
せ
せ
ば　
た
た
な
は
る　
青
垣
山　
山やま
神つみ
の　
奉まつ
る
御みつ
き調
と　
春
へ
に
は　
花
か
ざ
し
持
ち　
秋
立
て
ば　
黄もみ
ち葉
か
ざ
せ
り　
一
に
云
ふ
「
も
み
ち
葉
か
ざ
し
」　
行
き
沿
ふ　
川
の
神
も　
大お
ほ
み
け
御
食
に　
仕
へ
奉まつ
る
と　
上かみ
つ
瀬
に　
鵜う
川かは
を
立
ち　
下しも
つ
瀬
に　
小さ
網で
さ
し
渡
す　
山
川
も　
依
り
て
仕
ふ
る　
神
の
御み
代よ
か
も
 
（
三
八
）
　
　
反
歌
山
川
も　
依
り
て
仕
ふ
る　
神
な
が
ら　
激
つ
河
内
に　
舟
出
せ
す
か
も 
（
三
九
）
右
、
日
本
紀
に
曰
く
、「
三
年
己
丑
の
正
月
、
天
皇
吉
野
宮
に
幸
す
。
八
月
、
吉
野
宮
に
幸
す
。
四
年
庚
寅
の
二
月
、
吉
野
宮
に
幸
す
。
五
月
、
吉
野
宮
に
幸
す
。
五
年
辛
卯
の
正
月
、
吉
野
宮
に
幸
す
。
四
月
、
吉
野
宮
に
幸
す
」
と
い
ふ
。
未
だ
詳つば
ひら
か
に
何いづ
れ
の
月
に
従おほみ
と
も駕に
し
て
作
る
歌
な
る
か
知
ら
ず
。
一　
は
じ
め
に
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
幸
于
吉
野
宮
之
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
」（
以
下
、「
吉
野
讃
歌
」
と
い
う
）
は
、『
万
葉
集
』
巻
一
に
載
る
。
巻
一
は
、「
泊
　
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
の
構
想
│
│ 
第
一
歌
群
か
ら
第
二
歌
群
へ
の
展
開 
│
│
木　
村　
康　
平
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瀬
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
代
」
を
始
め
と
し
て
「
│
宮
御
宇
天
皇
代
」
な
る
標
目
を
立
て
る
（
最
後
の
八
四
歌
の
標
目
の
み
「
寧
楽
宮
」）。
こ
の
標
目
の
形
は
一
宮
一
代
を
基
本
と
し
、
宮
と
御
代
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
す
。
そ
の
中
で
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」（
二
八
〜
八
三
）
の
藤
原
宮
は
、
持
統
、
文
武
、
元
明
の
三
代
に
渡
る
。
一
宮
一
代
の
原
則
と
異
な
る
が
、
五
三
歌
ま
で
は
持
統
天
皇
の
御
代
の
歌
と
し
、
持
統
譲
位
の
後
の
文
武
朝
、
元
明
朝
の
歌
は
「
大
宝
元
年
秋
九
月
、
太
上
天
皇
幸
于
紀
伊
国
時
歌
」（
五
四
）
な
ど
と
、
題
詞
に
年
号
を
以
て
作
歌
年
月
を
記
す
。
年
号
は
「
儀
制
令
」
に
「
凡
そ
公
文
に
年
記
す
べ
く
は
、
皆
年
号
用
ゐ
よ
」
と
し
、『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
三
月
条
に
「
元
を
建
て
て
大
宝
元
年
と
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
巻
一
は
こ
れ
を
う
け
、
年
次
に
よ
っ
て
歌
を
配
置
し
て
い
く
形
に
変
わ
る
（
渡
辺
修
「
歌
の
年
次
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）。
年
次
配
列
は
歴
史
的
な
時
間
の
流
れ
に
そ
っ
て
歌
を
配
置
す
る
。
一
方
、「
│
宮
御
宇
天
皇
代
」
の
形
で
は
、
時
間
が
天
皇
の
御
代
毎
に
区
切
ら
れ
る
。
各
御
代
が
ま
と
ま
り
を
な
し
、
固
有
の
時
間
を
示
す
。
　
巻
一
は
右
の
五
三
歌
ま
で
を
前
半
部
と
し
、
後
半
部
と
は
編
纂
の
時
期
と
方
法
を
異
に
す
る
。
前
半
部
に
つ
い
て
伊
藤
博
は
、
舒
明
朝
か
ら
藤
原
朝
ま
で
の
宮
廷
の
発
展
の
姿
を
歌
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
た
宮
廷
歌
集
で
あ
る
と
い
う
（『
萬
葉
集
釋
注　
十
一
』
二
〇
頁
、
集
英
社
、
一
九
九
九
年
）。
歌
に
よ
っ
て
歴
史
を
語
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
各
御
代
の
歌
の
並
び
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
代
を
歌
に
よ
っ
て
表
し
出
す
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
当
面
の
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」（
持
統
朝
）
の
歌
の
並
び
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
冒
頭
に
置
く
持
統
御
製
（
二
八
）
は
、
舒
明
天
皇
国
見
歌
（
二
）
と
同
様
、
飛
鳥
を
象
徴
す
る
香
具
山
を
歌
い
込
む
。
続
く
「
近
江
荒
都
歌
」（
二
九
〜
三
一
）
と
高
市
古
人
の
二
首
（
三
二
、
三
三
）
は
、
壬
申
の
乱
で
滅
び
た
近
江
大
津
宮
の
荒
廃
を
悲
し
む
。
持
統
四
年
の
紀
伊
行
幸
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
川
嶋
皇
子
の
三
四
歌
は
、
昔
日
の
斉
明
朝
の
紀
伊
行
幸
の
折
り
に
謀
反
の
罪
を
得
て
亡
く
な
っ
た
有
間
皇
子
を
悲
し
み
、
阿
閇
皇
女
の
三
五
歌
は
、
紀
伊
道
に
あ
る
「
背
の
山
」
の
名
に
、
前
年
亡
く
な
っ
た
夫
君
草
壁
皇
子
を
偲
ぶ
。
そ
し
て
、「
吉
野
讃
歌
」
が
置
か
れ
天
皇
の
御
代
を
言
祝
ぐ
。
人
麻
呂
「
伊
勢
留
京
歌
」（
四
〇
〜
四
二
）
は
持
統
六
年
の
伊
勢
行
幸
に
従
駕
し
た
女
官
を
、
都
か
ら
思
慕
す
る
歌
。
旅
は
異
界
の
神
と
も
接
す
る
不
安
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
歌
は
、
明
る
い
海
景
の
中
に
旅
を
楽
し
む
一
行
の
姿
や
、
荒
々
し
い
潮
流
の
中
へ
船
で
乗
り
出
す
様
子
を
、
三
首
連
作
の
か
た
ち
で
描
く
。
揺
る
ぎ
な
い
王
権
の
あ
り
よ
う
が
、
旅
先
へ
の
憧
れ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
四
三
・
四
四
歌
は
、
同
じ
伊
勢
行
幸
に
際
し
て
、
旅
先
の
夫
と
家
郷
の
妻
が
、
互
い
を
思
い
や
る
。
つ
い
で
「
安
騎
野
遊
猟
歌
」（
四
五
〜
四
九
）
は
、
旅
宿
を
し
て
朝
狩
に
立
ち
向
か
う
軽
皇
子
の
姿
に
、
亡
き
父
草
壁
皇
子
の
往
時
の
姿
を
重
ね
見
る
こ
と
で
、
軽
皇
子
が
皇
位
継
承
者
た
る
べ
き
こ
と
を
示
す
。
続
く
「
藤
原
宮
役
民
作
歌
」（
五
〇
）
は
、
藤
原
宮
造
営
に
喜
ん
で
勤
し
む
人
び
と
の
姿
と
思
い
が
表
さ
れ
る
。
藤
原
宮
は
、
浄
御
原
令
と
と
も
に
、
持
統
が
夫
天
武
天
皇
か
ら
そ
の
事
業
を
継
承
し
造
営
し
た
も
の
。
旧
都
飛
鳥
浄
御
原
宮
を
追
慕
す
る
志
貴
皇
子
の
五
一
歌
を
は
さ
ん
で
、「
藤
原
宮
御
井
歌
」（
五
二
・
五
三
）
は
、
藤
原
宮
が
理
想
的
な
地
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
、
宮
の
聖
井
の
永
遠
を
た
た
え
、
以
て
宮
を
讃
美
す
る
。
宮
都
は
理
想
的
な
秩
序
の
あ
り
方
を
地
上
に
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
原
宮
の
讃
美
は
持
統
天
皇
の
御
代
を
讃
美
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
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以
上
の
よ
う
に
持
統
朝
の
歌
々
は
そ
の
御
代
の
発
展
の
さ
ま
を
表
し
、
讃
美
す
る
。
荒
廃
し
た
宮
へ
の
悲
傷
や
、
有
間
皇
子
や
草
壁
皇
子
と
い
う
亡
き
人
々
へ
の
思
慕
を
歌
う
こ
と
は
、
大
き
な
悲
し
み
を
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
持
統
朝
の
繁
栄
へ
の
讃
仰
と
な
る
。
ま
た
、
吉
野
は
壬
申
の
乱
を
経
て
成
り
立
つ
天
武
・
持
統
王
権
の
始
発
の
地
で
あ
り
、
そ
の
地
を
讃
美
す
る
「
吉
野
讃
歌
」
は
、
持
統
朝
歌
群
が
追
慕
か
ら
讃
美
へ
と
転
じ
る
位
置
に
ふ
さ
わ
し
い
。
　
さ
て
、
長
反
歌
二
群
か
ら
な
る
「
吉
野
讃
歌
」
は
、
成
立
の
経
緯
や
表
現
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
数
多
く
の
論
が
あ
り
、
定
ま
ら
な
い
。
大
別
す
れ
ば
、
二
群
が
同
時
の
作
と
す
る
論
と
、
別
時
の
作
で
、
即
位
を
は
さ
ん
で
天
皇
神
格
化
が
う
た
わ
れ
た
と
す
る
論
で
あ
る
。
天
皇
神
格
化
に
つ
い
て
は
、
持
統
紀
四
年
条
に
天
皇
の
即
位
記
事
が
載
る
。
物
部
麻
呂
が
大
盾
を
樹た
て
、
中
臣
大
嶋
が
天あまつ
か
み
の
よ
ご
と
神
寿
詞
を
読
む
。
そ
の
後
、
忌
部
色
夫
知
が
神
璽
の
剣
・
鏡
を
皇
后
に
奉
上
し
、「
皇
后
、
即
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ら
し
め
天
皇
位
す
。
公
卿
・
百
寮
、
羅つら
な列
り
て
匝
あ
ま
ね
く
を
ろ
が
拝
み
た
て
ま
つ
り
拍て
手う
つ
」。
天
神
寿
詞
の
奏
上
と
神
璽
の
鏡
剣
の
奉
上
は
「
神
祇
令
」
に
も
定
め
る
と
こ
ろ
で
、
浄
御
原
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
義
江
明
子
は
、「
天
神
の
『
寿
詞
』
を
受
け
て
持
統
は
神
か
ら
統
治
を
委
任
さ
れ
た
『
現
御
神
』
と
な
り
、
臣
下
か
ら
『
神
璽
』
を
奏
上
さ
れ
た
」
の
だ
と
い
う
（『
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
』
八
二
頁
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。
持
統
は
即
位
の
儀
を
通
じ
て
、〈
見
え
る
〉
か
た
ち
で
自
ら
が
神
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
い
わ
ば
演
出
す
る
。「
吉
野
讃
歌
」
で
の
神
格
化
も
当
然
こ
れ
と
関
わ
る
が
、
そ
れ
と
、
歌
に
表
す
こ
と
は
別
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。
人
麻
呂
は
歌
の
世
界
に
お
い
て
天
皇
の
神
格
化
を
は
た
し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
本
稿
の
い
う
と
こ
ろ
は
、
第
一
歌
群
か
ら
第
二
歌
群
へ
の
展
開
の
相
の
う
え
に
、
現
世
の
天
皇
の
神
格
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
の
歌
群
を
以
て
す
る
構
想
に
は
同
じ
作
者
の
「
近
江
荒
都
歌
」
が
関
わ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
に
あ
る
。
二　
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
　
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
は
、『
日
本
書
紀
』
に
称
制
期
間
を
含
め
在
位
中
に
三
一
回
を
記
す
。
頻
繁
な
吉
野
行
幸
の
目
的
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る１
が
、
複
数
の
要
因
が
重
な
る
と
見
ら
れ
る
。
　
持
統
朝
初
期
の
政
権
は
、
カ
リ
ス
マ
的
な
専
制
君
主
天
武
天
皇
の
崩
御
に
と
も
な
う
混
乱
や
、
そ
の
直
後
に
起
き
た
大
津
皇
子
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
不
安
定
で
、
二
年
余
に
及
ぶ
天
武
殯
宮
は
そ
れ
を
示
す
。
そ
の
後
、
吉
野
行
幸
や
紀
伊
行
幸
、
伊
勢
行
幸
と
、
天
皇
が
都
を
留
守
に
で
き
た
の
は
、
信
頼
に
足
る
人
物
が
政
権
中
枢
に
い
て
天
皇
を
支
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
物
は
高
市
皇
子
と
考
え
ら
れ
る
。
　
持
統
即
位
後
の
、
吉
野
行
幸
の
大
き
な
空
白
期
は
三
度
あ
る
が
、
三
度
目
の
十
年
六
月
か
ら
十
一
年
四
月
ま
で
の
空
白
に
は
、
七
月
に
高
市
皇
子
が
没
し
、
翌
年
二
月
に
軽
の
立
太
子
が
あ
る
。
高
市
は
「
後
皇
子
尊
」
と
も
称
さ
れ
、
太
政
大
臣
の
要
職
に
あ
り
、
政
権
運
営
を
担
う
中
心
人
物
と
見
ら
れ
る
。
高
市
薨
後
、
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
す
る
事
態
が
生
じ
る
（『
懐
風
藻
』）。
高
市
は
壬
申
の
乱
の
最
大
の
功
績
者
で
あ
る
が
、
卑
母
ゆ
え
、
皇
位
継
承
か
ら
は
一
歩
外
れ
た
立
場
に
あ
り
、
持
統
を
補
弼
す
る
存
在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
吉
川
真
司
『
飛
鳥
の
都
』
一
六
四
頁
、
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
年
）。
高
市
の
死
は
持
統
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
り
、
政
権
基
盤
の
安
定
化
を
は
か
り
、
軽
皇
子
の
皇
位
継
承
を
急
ぐ
必
要
が
生
じ
た
た
め
の
右
の
空
白
で
あ
ろ
う
。
こ
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の
よ
う
に
政
権
運
営
は
高
市
を
頼
り
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
持
統
の
役
割
と
し
て
、
儀
式
的
、
宗
教
的
な
面
に
む
し
ろ
比
重
が
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
吉
野
行
幸
の
主
た
る
目
的
も
そ
れ
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
。
吉
野
は
格
別
に
神
聖
な
場
所
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
は
神
武
天
皇
を
吉
野
で
迎
え
る
国
つ
神
た
ち
が
登
場
す
る
。
尾
の
生
え
た
人
、
国
つ
神
石
押
分
之
子
な
ど
、
こ
こ
で
の
吉
野
は
異
形
の
者
の
住
む
未
開
の
地
、
異
界
と
も
い
う
べ
き
所
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
国
つ
神
た
ち
は
、
鵜
飼
い
や
採
鉱
に
関
わ
る
技
術
者
集
団
を
象
徴
す
る
。
吉
野
の
地
は
未
開
と
文
明
の
二
重
性
を
も
つ
。
ま
た
、
欽
明
紀
に
は
「
吉
野
寺
」
の
仏
像
の
縁
起
譚
が
記
さ
れ
る
。
吉
野
の
、
人
界
を
離
れ
た
異
界
性
と
、
神
の
住
む
山
に
対
す
る
信
仰
が
重
な
り
、
仏
道
の
修
行
場
と
も
な
る
の
だ
ろ
う
。
天
智
紀
・
天
武
紀
で
は
、
大
海
人
皇
子
が
仏
道
修
行
の
た
め
吉
野
に
入
り
、
後
、
吉
野
か
ら
東
国
に
向
か
い
壬
申
の
乱
が
始
ま
る
。
勝
利
を
得
た
後
、
天
武
は
吉
野
で
六
皇
子
と
、
再
び
乱
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
盟
約
を
行
う
。
吉
野
は
天
武
・
持
統
王
権
の
出
発
点
と
な
る
。
　
吉
野
の
地
は
水
銀
を
産
す
る
（
多
田
一
臣
「
柿
本
人
麻
呂
と
吉
野
」『
万
葉
の
風
土
と
歌
人
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）。
水
銀
は
仙
薬
で
も
あ
る
。
天
武
が
道
教
や
神
仙
思
想
に
関
心
が
深
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
諡
号
「
天あま
の
ぬ
な
は
ら
渟
中
原
瀛おき
の
ま
ひ
と
の
す
め
ら
み
こ
と
真
人
天
皇
」
に
も
表
れ
、
そ
の
嗜
好
は
持
統
に
も
受
け
継
が
れ
る
。
辰
巳
正
明
は
、「
持
統
朝
に
吉
野
は
神
仙
境
へ
と
伸
展
す
る
」
と
い
う
（「
ア
ジ
ア
の
風
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
三
巻
十
一
号
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）。
天
武
・
持
統
の
神
仙
的
な
も
の
へ
の
関
心
が
、
異
界
と
さ
れ
た
吉
野
を
、
神
仙
境
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
吉
野
の
宮
が
「
登
仙
台
、
も
し
く
は
望
仙
宮
」
と
さ
れ
た
と
の
見
方
も
あ
る
（
中
西
進
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
幻
想
』
三
六
頁
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
三
年
）。
　
以
上
、
吉
野
は
山
々
に
囲
ま
れ
、
山
の
神
の
霊
威
が
直
接
に
感
じ
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
吉
野
川
が
流
れ
る
、
や
や
開
け
た
地
で
も
あ
る
。
早
く
か
ら
王
権
に
服
従
し
大
贄
を
献
じ
て
い
た
。
後
に
は
、
仏
道
修
行
の
地
、
そ
し
て
神
仙
境
と
な
る
。
壬
申
の
乱
後
は
天
武
・
持
統
皇
統
の
始
発
の
地
と
し
て
代
々
の
皇
位
継
承
の
聖
地
と
な
り
、
ま
た
、
天
武
・
持
統
の
関
心
に
よ
り
神
仙
境
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
。
持
統
は
こ
う
し
た
聖
地
で
神
々
を
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
天
武
は
壬
申
の
乱
で
助
力
を
仰
い
だ
伊
勢
の
神
に
対
し
、
大
伯
皇
女
を
斎
宮
と
し
て
奉
仕
さ
せ
、
続
い
て
持
統
は
遷
宮
の
制
度
を
始
め
た
と
伝
え
る
。
た
だ
し
、
持
統
朝
に
斎
宮
は
任
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
持
統
自
身
が
伊
勢
に
行
幸
し
、
神
を
奉
祭
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
野
に
お
い
て
も
持
統
は
、
天
つ
神
、
国
つ
神
を
祀
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る２
。
三　
「
吉
野
讃
歌
」
の
研
究
史
　
「
吉
野
讃
歌
」
の
研
究
史
は
、
ま
ず
歌
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
り
（
金
井
清
一
「
柿
本
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ　
一
』
有
斐
閣
選
書
、
一
九
七
七
年
）、
つ
い
で
、
当
歌
の
伝
統
性
と
創
造
性
を
め
ぐ
る
論
点
へ
と
移
る
。
土
橋
寛
は
、
当
歌
が
国
見
の
寿
歌
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
前
代
文
学
の
伝
統
を
取
り
入
れ
て
形
作
ら
れ
た
も
の
と
し
な
が
ら
、
呪
術
性
に
代
わ
っ
て
写
実
性
が
こ
の
歌
を
支
え
て
い
る
と
も
い
う
（「
人
麻
呂
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
」『
万
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）。
ま
た
、
橋
本
達
雄
は
、
本
来
帝
王
の
立
場
か
ら
う
た
わ
れ
る
国
見
歌
の
発
想
を
、
臣
下
の
立
場
か
ら
う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
王
の
姿
を
客
観
的
に
描
き
あ
げ
て
讃
え
る
こ
と
に
人
麻
呂
の
独
創
を
見
る
（「
吉
野
讃
歌
の
背
景
」『
万
葉
宮
廷
歌
人
〔　　〕5
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。
岩
下
武
彦
は
、
三
六
歌
の
表
現
に
即
し
て
、「
新
し
い
王
権
へ
の
讃
め
詞
と
し
て
創
り
出
さ
れ
た
の
が
『
国
は
し
も　
さ
は
に
あ
れ
ど
も
』
で
あ
り
『
山
川
の　
清
き
河
内
』
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
（「
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
試
論
」『
國
語
と
國
文
學
』
五
九
巻
一
一
号
、
一
九
八
二
年
一
一
月
）。
一
方
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』
な
ど
に
中
国
文
学
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
。
曽
倉
岑
は
、
三
六
歌
の
「
こ
の
川
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
」
と
い
う
表
現
が
、
大
陸
思
想
の
影
響
を
受
け
た
永
遠
性
・
永
久
性
と
い
っ
た
観
念
を
和
歌
に
初
め
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
（「『
こ
の
川
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
』
考
」『
論
集
上
代
文
学　
第
一
冊
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
〇
年
）、
辰
巳
正
明
は
、
人
麻
呂
の
目
的
が
、「
中
国
的
な
天
子
望
祭
の
思
想
を
背
景
と
し
て
、
聖
天
子
へ
持
統
を
位
置
づ
け
、
そ
の
徳
を
讃
美
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
い
う
（「
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
と
中
国
遊
覧
詩
」『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）。
い
ず
れ
も
周
到
に
論
が
展
開
さ
れ
説
得
力
を
も
つ
。
　
つ
い
で
、
当
歌
を
め
ぐ
る
表
現
の
精
細
な
分
析
は
、
三
六
・
三
七
歌
（
第
一
歌
群
）
と
、
三
八
・
三
九
歌
（
第
二
歌
群
）
の
二
組
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
方
向
へ
と
論
を
導
く
。
岡
部
政
裕
は
、
二
歌
群
の
機
能
を
分
け
て
、
前
者
を
宮
ぼ
め
、
後
者
を
君
ぼ
め
と
し
（「
ひ
と
り
の
系
譜
」『
万
葉
長
歌
考
説
』
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
）、
清
水
克
彦
は
、
国
見
す
る
大
君
を
讃
美
す
る
こ
と
は
当
歌
の
独
創
で
あ
り
、
第
一
歌
群
が
吉
野
の
地
を
讃
美
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
天
皇
を
讃
美
す
る
の
に
対
し
、
第
二
歌
群
は
直
接
的
に
天
皇
を
讃
美
す
る
の
だ
と
い
う
（「
吉
野
讃
歌
」『
柿
本
人
麻
呂
│
作
品
研
究
│
』
風
間
書
房
、
一
九
六
〇
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）。
議
論
は
さ
ら
に
二
群
が
、
同
時
の
作
か
、
別
時
の
作
か
へ
と
進
む
。
坂
本
勝
は
、
第
一
歌
群
が
離
宮
空
間
を
称
え
た
の
に
対
し
て
、
第
二
歌
群
は
そ
の
空
間
を
満
た
す
内
容
物
を
称
え
て
い
る
と
し
、
こ
れ
は
「
両
歌
群
が
内
容
的
に
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
あ
り
、
統
一
的
に
詠
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
（「
人
麻
呂
『
吉
野
讃
歌
』
の
方
法
」『
上
代
文
学
』
五
五
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）。
坂
本
信
幸
も
、「
宮
讃
歌
」
と
「
御
代
讃
歌
」
と
い
う
結
構
は
両
歌
群
が
相
互
補
完
の
同
時
作
を
表
す
と
い
う
（「
吉
野
讃
歌
」『
國
文
學
』
四
三
巻
九
号
、
一
九
九
八
年
八
月
）。
ま
た
、
太
田
豊
明
は
、
両
歌
群
は
「〈
対
応
〉
し
つ
つ
〈
展
開
〉
す
る
と
い
う
構
造
」
を
も
つ
「
同
時
制
作
」
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
（「
柿
本
人
麻
呂
『
吉
野
讃
歌
』
の
主
題
と
構
造
」
『
国
文
学
研
究
』
一
一
四
集
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）。
三
者
い
ず
れ
も
正
式
即
位
後
の
持
統
四
年
二
月
の
作
と
見
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
二
群
の
差
異
を
、
時
間
的
な
経
過
に
よ
る
と
す
る
立
場
も
あ
る
。
稲
岡
耕
二
は
、
第
一
歌
群
を
持
統
四
年
二
月
、
第
二
歌
群
は
五
年
四
月
の
作
と
し
、
前
者
に
吉
野
の
山
川
の
清
ら
か
さ
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
吉
野
の
自
然
が
神
話
的
ヴ
ェ
ー
ル
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
（「
人
麻
呂
『
反
歌
』『
短
歌
』
の
論
」『
萬
葉
集
研
究　
第
二
集
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
）。
ま
た
、
伊
藤
博
は
、
即
位
を
は
さ
ん
で
発
表
さ
れ
た
と
し
、
第
一
歌
群
が
う
つ
せ
み
の
大
君
と
し
て
し
か
持
統
を
と
ら
え
て
い
な
い
の
に
、
第
二
歌
群
で
は
絶
対
の
天
つ
神
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（『
萬
葉
集
全
注　
巻
第
一
』
一
六
五
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）。
遠
山
一
郎
も
、
第
一
歌
群
は
天
皇
が
人
の
世
界
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
第
二
歌
群
で
は
「
神
」
と
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
（「
吉
野
に
お
け
る
持
統
天
皇
の
造
形
」『
天
皇
神
話
の
形
成
と
万
葉
集
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）。
さ
ら
に
、
神
野
志
隆
光
は
、
三
六
歌
に
「
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
お
ほ
き
み
」
へ
の
讃
美
を
さ
ら
に
す
す
め
て
、
二
三
五
歌
、
ま
た
三
八
歌
の
即
神
的
表
現
を
獲
得
し
て
い
っ
〔　　〕6
た
の
だ
と
捉
え
た
い
」
と
、
三
八
歌
に
至
っ
て
「
神
性
」
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
段
階
的
に
解
す
る
（「『
神
に
し
ま
せ
ば
』
と
『
神
な
が
ら
』」『
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）。
　
一
方
、
即
位
を
は
さ
ん
で
人
か
ら
神
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
理
解
に
対
し
て
、
第
一
歌
群
は
天
皇
と
大
宮
人
、
第
二
歌
群
は
天
皇
と
山
川
の
神
々
と
い
う
対
比
構
造
を
持
つ
、
同
時
連
作
と
す
る
立
場
も
あ
る
（
身
﨑
壽
「
吉
野
讃
歌
」
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品　
二
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）。
　
第
一
歌
群
が
宮
を
、
第
二
歌
群
が
天
皇
や
御
代
を
讃
え
る
と
い
う
大
枠
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
前
者
は
人
で
あ
る
天
皇
、
後
者
は
神
で
あ
る
天
皇
と
し
て
、
両
者
の
関
係
を
、
即
位
を
は
さ
む
成
立
時
期
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
歌
群
の
表
現
と
構
成
を
見
て
い
こ
う
。
四　
第
一
歌
群
（
三
六
・
三
七
歌
）
　
三
六
歌
の
冒
頭
部
「
や
す
み
し
し
〜
さ
は
に
あ
れ
ど
も
」
は
、
我
が
大
君
が
お
治
め
に
な
る
天
の
下
に
国
は
数
多
く
あ
る
が
、
と
い
う
。「
天
の
下
」
は
『
万
葉
集
』
中
で
は
人
麻
呂
が
初
め
て
用
い
る
。「
日
並
皇
子
挽
歌
」（
一
六
七
）
に
、〝
天
地
の
初
め
に
、
天
の
河
原
に
神
々
が
集
ま
り
議
し
て
、
天
は
「
天
照
ら
す
日ひる
め女
の
命
」
に
、
葦
原
の
瑞
穂
の
国
は
「
高
照
ら
す
日
の
皇
子
」（
天
武
天
皇
）
に
統
治
を
委
任
し
た
も
の
の
、
そ
の
天
武
は
天
の
原
へ
と
神
上
が
り
（
崩
御
）、
日
並
皇
子
に
天
の
下
の
統
治
を
期
待
し
た
が
…
…
〞
と
あ
る
。
天
の
下
の
世
界
は
、
天
を
統
治
す
る
日
女
の
命
や
天
上
界
の
神
々
、
ま
た
天
界
に
帰
し
た
天
武
の
も
と
に
あ
る
。
持
統
に
よ
る
地
上
界
の
統
治
は
即
ち
天
の
も
と
に
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
こ
で
い
う
「
天
の
下
」
で
あ
ろ
う
。
　
続
く
「
山
川
の
清
き
河
内
と
」
は
、
山
と
川
の
清
ら
か
な
河
内
と
し
て
、
と
い
う
。「
河
内
」
は
こ
れ
が
集
中
の
初
例
と
な
る
。「
河
内
」
に
は
、
川
の
流
域
、
川
を
内
に
も
つ
地
域
、
川
の
流
れ
に
囲
ま
れ
た
地
、
川
の
深
い
淵
、
な
ど
諸
説
が
あ
る
が
、「
河
淵
」
説
は
、「
音
韻
的
に
も
、
語
構
成
論
的
に
も
、
ま
た
意
味
論
的
に
も
成
立
し
得
な
い
」
と
し
、「
河
内
」
は
、「
一
川
の
流
域
全
体
の
意
か
ら
、
そ
の
流
域
中
の
特
定
の
一
区
域
だ
け
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
」
た
と
い
う
（
蔵
中
進
「『
カ
フ
チ
』
考
」『
島
田
勇
雄
先
生
退
官
記
念　
こ
と
ば
の
論
文
集
』
前
田
書
店
出
版
部
、
一
九
七
五
年
）。
川
を
主
に
し
て
そ
の
地
を
呼
ぶ
言
葉
が
「
河
内
」
で
あ
ろ
う
。
三
八
歌
で
は
「
吉
野
川
た
ぎ
つ
河
内
」
と
い
う
。
た
ぎ
ち
流
れ
る
こ
と
で
、
清
き
河
内
と
な
る
。
真
下
厚
は
、「
水
の
激
し
く
流
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
水
の
霊
力
の
発
動
を
強
く
感
じ
た
」
と
し
、「
水
流
の
激
し
さ
が
人
々
の
罪
を
祓
い
清
め
る
力
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
た
」
と
も
い
う
（「
水
の
聖
地
の
『
上
』」『
万
葉
歌
生
成
論
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。
激
流
に
面
し
た
地
を
清
浄
な
場
所
と
す
る
観
念
が
あ
り
、
激
流
に
清
め
ら
れ
る
神
聖
感
が
、
後
に
は
「
清
明
」
な
る
語
と
結
び
つ
き
、
支
配
者
で
あ
る
天
皇
の
徳
の
高
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
御
心
を
吉
野
の
国
の
」、
天
皇
が
御
心
を
寄
せ
る
吉
野
の
国
の
、
と
い
う
。
吉
野
は
持
統
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
天
武
御
製
に
は
、「
よ
き
人
の　
よ
し
と
よ
く
見
て　
よ
し
と
言
ひ
し　
吉
野
よ
く
見
よ　
よ
き
人
よ
く
見
」（
二
七
）
と
あ
る
。
吉
野
を
良
き
地
で
あ
る
と
見
た
、
い
に
し
え
の
良
き
人
│
記
・
紀
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
い
う
神
武
天
皇
を
は
じ
め
、
雄
略
天
皇
、
斉
明
天
皇
│
が
良
き
地
と
見
た
吉
野
で
あ
る
。
吉
野
を
「
見
る
」
こ
と
を
通
じ
て
、
い
に
し
え
の
良
き
人
と
魂
を
通
わ
せ
る
、
即
ち
共
に
〔　　〕7
あ
る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
当
歌
で
は
、
持
統
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
持
統
に
よ
っ
て
宮
殿
が
築
か
れ
る
。
持
統
は
吉
野
に
君
臨
す
る
始
原
の
位
置
に
立
つ
。
　
「
花
散
ら
ふ
秋
津
の
野
辺
に
」
は
実
景
説
も
あ
る
が
、
花
の
散
り
続
け
る
景
は
、
豊
饒
の
季
節
で
あ
る
「
秋
」
の
予
祝
と
な
る
。「
秋
津
」
は
地
名
で
あ
り
、
穀
霊
の
象
徴
で
あ
る
ア
キ
ヅ
（
蜻
蛉
）
を
重
ね
る
。
記
・
紀
の
雄
略
天
皇
条
に
ア
キ
ヅ
の
起
源
譚
を
伝
え
、
そ
こ
で
ア
キ
ヅ
（
蜻
蛉
）
を
嘉
み
し
て
付
け
ら
れ
た
秋
津
の
名
は
、
吉
野
の
小
地
名
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
キ
ヅ
シ
マ
（
秋
津
島
）
を
象
徴
す
る
名
で
も
あ
る
。
秋
津
の
野
辺
に
宮
柱
を
太
々
と
立
て
る
こ
と
は
ア
キ
ヅ
シ
マ
に
堂
々
た
る
宮
殿
を
築
い
た
に
等
し
い
。
　
「
宮
柱
〜
夕
川
渡
る
」、
天
皇
が
宮
を
築
く
と
、
大
宮
人
は
朝
に
夕
に
船
を
競
わ
せ
て
川
を
渡
り
対
岸
の
宮
に
集
う
。
離
宮
の
施
設
は
両
岸
に
あ
っ
た
（
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
１
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。「
大
宮
人
」
の
集
中
の
初
例
は
、額
田
王
の
天
智
天
皇
挽
歌
（
一
五
五
）
で
あ
る
。人
麻
呂
に
は
「
近
江
荒
都
歌
」
の
反
歌
（
三
〇
）、「
伊
勢
留
京
歌
」（
四
一
）
に
用
例
が
あ
る
。
額
田
王
や
人
麻
呂
は
、
宮
廷
の
外
に
い
る
宮
人
を
「
大
宮
人
」
と
呼
ぶ
。
額
田
王
は
、
山
科
と
い
う
鄙
の
地
に
大
宮
人
の
歎
き
悲
し
む
姿
を
描
く
。
人
麻
呂
は
三
〇
歌
で
、
大
宮
人
の
不
在
を
い
う
こ
と
で
大
津
宮
の
喪
失
を
表
す
。
逆
に
四
一
歌
で
は
、
大
宮
人
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
そ
の
地
が
天
皇
の
統
治
す
る
充
ち
足
り
た
空
間
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
当
歌
で
は
、
大
宮
人
が
離
宮
に
奉
仕
す
る
姿
を
描
く
こ
と
で
、
離
宮
や
天
皇
を
讃
美
す
る
（
森
朝
男
「
景
と
し
て
の
大
宮
人
」『
古
代
和
歌
の
成
立
』
勉
誠
社
、一
九
九
三
年
、初
出
一
九
八
四
年
）。
　
「
こ
の
川
の
〜
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
は
、
宮
に
集
う
大
宮
人
で
に
ぎ
わ
う
吉
野
の
川
の
流
れ
が
絶
え
な
い
よ
う
に
永
遠
に
、
山
が
高
く
あ
る
よ
う
に
高
々
と
、
天
皇
が
統
治
す
る
「
水
激
」（
原
文
）
滝
の
都
は
い
く
ら
見
て
も
見
飽
き
な
い
、
と
い
う
。「
水
激
」
に
は
、
ミ
ナ
ソ
ソ
ク
・
ミ
ヅ
ハ
シ
ル
・
ミ
ナ
ギ
ラ
フ
・
ミ
ヅ
タ
ギ
ツ
の
訓
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
ミ
ヅ
タ
ギ
ツ
は
水
が
激
し
く
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
い
う
。
青
木
周
平
は
、「
水
タ
ギ
ツ
滝
の
み
や
こ
」
は
、「
神
霊
の
発
動
を
感
じ
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
「
み
や
こ
」
の
表
現
」
で
、「
清
き
」
は
、
自
然
描
写
と
し
て
で
は
な
く
、
吉
野
の
山
川
の
神
を
鎮
め
、
天
皇
の
「
み
や
こ
」
が
成
り
立
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
表
現
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
（「
人
麻
呂
吉
野
讃
歌
」『
古
代
文
学
の
歌
と
説
話
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）。
吉
野
は
霊
威
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
空
間
と
し
て
描
か
れ
る
。
　
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
は
集
中
の
初
例
で
、
島
田
修
三
は
、
本
来
こ
の
語
が
国
見
に
か
か
わ
る
讃
美
表
現
で
あ
り
、
供
奉
す
る
官
人
の
目
に
受
容
し
き
れ
ぬ
広
大
無
限
の
タ
マ
を
充
満
さ
せ
る
天
皇
の
神
性
を
た
た
え
る
も
の
だ
と
い
う
（「〈
見
れ
ど
飽
か
ず
〉
の
考
察
」『
古
代
和
歌
生
成
史
論
』
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。
大
浦
誠
士
も
同
様
に
、「
見
る
」
こ
と
の
力
を
以
て
し
て
も
そ
の
対
象
の
本
質
を
十
全
に
汲
み
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
」
と
す
る
（「『
見
れ
ど
飽
か
ぬ
』
考
」『
万
葉
史
を
問
う
』
新
典
社
、
一
九
九
九
年
）。「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
は
、「
見
れ
ば
」
│
「
飽
く
」
を
裏
返
し
た
表
現
で
あ
る
。
舒
明
天
皇
の
国
見
歌
に
は
、「
大
和
に
は　
群
山
あ
り
と　
と
り
よ
ろ
ふ　
天
の
香
具
山　
登
り
立
ち　
国
見
を
す
れ
ば　
国
原
は　
煙
立
ち
立
つ　
海
原
は　
か
ま
め
立
ち
立
つ　
う
ま
し
国
そ　
あ
き
づ
島　
大
和
の
国
は
」（
二
）
と
、
天
皇
が
国
見
を
す
る
と
、
国
原
・
海
原
に
物
満
ち
て
豊
か
な
さ
ま
が
現
出
す
る
。
そ
の
景
を
受
け
て
、「
あ
き
づ
島
」
＝
満
ち
足
り
た
国
で
あ
る
こ
と
を
言
表
す
る
。
天
皇
が
「
見
る
」
こ
と
に
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よ
っ
て
豊
饒
予
祝
の
景
が
現
れ
る
。「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
は
、
そ
の
景
が
現
れ
て
も
、
な
お
満
ち
足
り
な
い
、
即
ち
繰
り
返
し
豊
饒
の
景
が
現
れ
出
る
こ
と
を
い
う
。
吉
野
国
秋
津
野
の
地
に
お
い
て
、
充
足
し
て
止
む
こ
と
の
な
い
豊
饒
が
現
出
す
る
。
か
つ
て
な
い
繁
栄
で
あ
る
。
　
し
か
し
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
と
い
う
表
現
は
、
古
来
の
「
見
る
」
こ
と
へ
の
信
頼
が
喪
失
し
た
上
に
成
り
立
つ
。「
見
る
」
こ
と
は
タ
マ
フ
リ
の
呪
術
で
あ
り
、「
見
る
」
こ
と
を
言
明
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
応
え
る
景
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
へ
の
信
頼
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
近
江
荒
都
歌
」（
二
九
）
に
は
「
見
れ
ば
悲
し
も
」
と
、「
見
る
」
こ
と
が
「
悲
し
い
」
と
い
う
。
「
見
る
」
こ
と
が
理
想
の
景
を
現
出
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
痛
切
な
認
識
が
あ
っ
て
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。
　
ま
た
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
の
主
体
に
つ
い
て
、
菊
池
威
雄
は
、
人
麻
呂
が
衆
庶
の
声
を
代
弁
し
た
と
し
（「
吉
野
行
幸
歌
」『
柿
本
人
麻
呂
攷
』
新
典
社
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）、
内
藤
明
は
、「
大
君
と
大
宮
人
の
全
体
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
一
首
を
語
る
抽
象
的
な
主
体
が
作
ら
れ
」、「
臣
の
底
辺
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
逆
に
場
全
体
を
把
握
し
そ
の
永
遠
性
と
絶
対
性
を
寿
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
」
と
述
べ
る
（「
吉
野
讃
歌
」『
柿
本
人
麻
呂
《
全
》』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）。
大
宮
人
を
視
界
に
入
れ
る
視
点
を
「
衆
庶
」
と
い
う
抽
象
的
な
存
在
と
し
て
措
定
す
る
。
た
だ
し
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
と
感
動
す
る
主
体
は
、「
見
る
」
主
体
で
あ
り
つ
つ
、
見
ら
れ
る
大
宮
人
を
も
包
摂
す
る
と
考
え
た
い
。
離
宮
と
い
う
歌
の
場
に
お
い
て
、
大
宮
人
は
外
部
化
さ
れ
対
象
化
さ
れ
た
自
分
た
ち
を
、
歌
の
主
体
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
氏
族
の
枠
組
み
を
超
え
た
一
体
感
を
得
、
感
動
を
共
有
す
る
の
で
は
な
い
か
。
　
次
に
反
歌
（
三
七
）
は
長
歌
末
尾
を
反
復
し
た
も
の
と
い
う
が
、
長
歌
の
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
は
滝
の
都
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
川
の
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
て
い
う
の
に
対
し
て
、
反
歌
で
は
「
吉
野
の
川
の
常
滑
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
う
。
続
く
「
ま
た
か
へ
り
見
む
」
は
、
有
間
皇
子
の
「
ま
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
か
へ
り
見
む
」（
一
四
一
）
が
用
例
と
し
て
先
行
す
る
。
し
か
し
、
有
間
皇
子
歌
に
は
仮
託
説
も
あ
り
、「
ま
た
か
へ
り
見
む
」
は
人
麻
呂
が
創
始
し
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
讃
美
の
表
現
と
し
て
創
始
さ
れ
、
後
に
有
間
皇
子
仮
託
歌
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
方
が
表
現
の
成
り
立
ち
と
し
て
説
明
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
初
例
が
人
麻
呂
歌
集
歌
、「
巻
向
の　
穴
師
の
川
ゆ　
往
く
水
の　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　
ま
た
か
へ
り
見
む
」（
一
一
〇
〇
）
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
川
を
讃
美
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
五　
第
二
歌
群
（
三
八
・
三
九
歌
）
　
三
八
歌
も
三
六
歌
同
様
、
枕
詞
「
や
す
み
し
し
」
で
始
ま
る
。
が
、
三
六
歌
「
八
隅
知
之
」、
三
八
歌
「
安
見
知
之
」
と
文
字
が
異
な
り
、
両
者
に
は
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
（
村
田
右
富
実
「
吉
野
讃
歌
」『
柿
本
人
麻
呂
と
和
歌
史
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）。「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
」
が
「
神
な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と
」、
吉
野
川
の
た
ぎ
つ
河
内
に
高
殿
を
お
建
て
に
な
っ
て
国
見
を
な
さ
る
と
、
と
い
う
。「
神
な
が
ら
」
は
、
神
の
ま
ま
に
、「
神
さ
び
せ
す
と
」
は
、
神
と
し
て
（
の
本
性
の
ま
ま
に
）
振
る
舞
わ
れ
る
、
の
意
と
さ
れ
、
天
皇
の
神
格
化
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
品
田
悦
一
は
「
神
な
が
ら
」
に
つ
い
て
新
説
を
提
示
し
た
。
品
田
に
よ
る
と
、「
神
な
が
ら
」
に
は
辞
典
類
に
、
①
「
神
の
本
性
の
ま
ま
〔　　〕9
に
」、
②
「
神
の
御
心
の
ま
ま
に
」
の
二
義
を
示
し
、
巻
一
、
巻
二
に
関
し
て
は
、
天
武
・
持
統
天
皇
や
そ
の
皇
子
た
ち
を
神
格
化
す
る
①
の
説
で
従
来
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
す
べ
て
②
の
意
味
で
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
。「
神
な
が
ら
」
は
、「
主
語
（
Ａ
）
…
…
Ｂ
な
が
ら
…
…
述
語
」
の
構
文
で
、
動
作
主
Ａ
が
Ｂ
と
等
し
い
場
合
は
、
Ａ
＝
神
で
あ
る
ま
ま
に
、
の
①
の
意
で
あ
る
が
、
動
作
主
Ａ
が
Ｂ
と
異
な
る
場
合
は
、
②
の
神
の
意
志
の
ま
ま
に
、
の
意
と
な
り
、
三
八
歌
の
場
合
も
②
の
意
で
、
Ａ
（
わ
が
大
君
）
が
Ｂ
（
亡
き
天
武
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
）
の
意
志
の
ま
ま
に
「
神
の
御
代
」
を
現
出
す
る
の
だ
と
い
う
（「
神
な
が
ら
栄
え
ゆ
く
世
界
」『
文
学
』
一
六
巻
三
号
、
二
〇
一
五
年
五
│
六
月
）。
　
Ａ
と
Ｂ
の
指
示
対
象
の
異
な
る
「
Ａ
…
…
Ｂ
な
が
ら
…
…
述
語
」
の
例
と
し
て
は
、
人
麻
呂
「
高
市
皇
子
挽
歌
」
の
「
ま
つ
ろ
は
ぬ
国
を
治
め
と　
皇
子
な
が
ら
任ま
け
た
ま
へ
ば
」（
一
九
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
品
田
悦
一
「
神
な
が
ら
の
歓
喜
」『
論
集
上
代
文
学　
第
二
九
冊
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）。
Ａ
は
天
武
天
皇
、
Ｂ
は
高
市
皇
子
と
な
る３
。
こ
の
品
田
論
文
は
「
皇
子
な
が
ら
」
を
〝
皇
子
の
お
心
の
ま
ま
に
〞
と
解
す
る
。
そ
う
み
て
も
よ
い
が
、
い
わ
ば
皇
族
将
軍
と
し
て
、〝
皇
子
で
あ
る
ま
ま
に
〞
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
任
け
た
ま
ふ
」
こ
と
は
天
武
の
意
志
に
よ
る
。
三
八
歌
も
「
我
が
大
君
」
の
主
体
的
な
働
き
に
よ
っ
て
「
神
さ
び
せ
す
」
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。品
田
論
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
我
が
大
君
」
と
、「
神
な
が
ら
」
の
「
神
」
を
別
の
も
の
と
す
る
点
に
あ
る
。
品
田
自
身
、
先
の
構
文
自
体
に
、「
Ａ
と
Ｂ
の
指
示
対
象
が
一
致
す
る
か
し
な
い
か
を
表
示
す
る
機
構
は
備
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
。「
我
が
大
君
」
と
「
神
（
な
が
ら
）」
の
関
係
は
つ
か
み
づ
ら
い
。
巻
六
の
山
部
赤
人
歌
に
、「
八
隅
知
之　
吾
大
君
乃　
神
随　
高
所
知
流
」（
九
三
八
）
と
あ
る
。
主
格
を
示
す
助
詞
「
の
」
は
、「
わ
が
大
君
」
が
「
神
（
な
が
ら
）」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
品
田
論
に
よ
れ
ば
、「
神
な
が
ら
」
と
い
え
ば
、
そ
の
「
神
」
は
「
皇
祖
皇
宗
」
で
あ
る
と
人
び
と
に
知
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
認
識
は
巻
一
、
巻
二
だ
け
で
は
な
く
、
後
の
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。し
か
し
、巻
五
の
山
上
憶
良
の
歌
「
神
な
が
ら
神
さ
び
い
ま
す
」（
八
一
三
）
は
「
鎮
懐
石
」
を
さ
し
て
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
巻
十
七
大
伴
池
主
の
歌
に
い
う
「
神
な
が
ら
」（
四
〇
〇
三
、
四
〇
〇
四
）
は
立
山
ま
た
そ
の
周
辺
を
領
す
る
神
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
若
干
の
疑
問
点
を
挙
げ
た
が
、
品
田
論
は
天
皇
神
格
化
の
問
題
や
巻
一
、
二
の
編
纂
の
問
題
な
ど
と
も
か
ら
め
て
論
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
の
検
討
を
要
す
る
。
　
続
い
て
、「
登
り
立
ち
国
見
を
せ
せ
ば
」
と
、
天
皇
が
高
殿
に
登
り
立
ち
国
見
す
る
こ
と
を
い
う
。
国
見
は
特
定
の
山
な
ど
に
お
い
て
、
豊
饒
を
願
い
、
神
を
祀
り
国
土
を
讃
美
す
る
儀
礼
で
あ
る
。
こ
こ
は
高
殿
に
お
い
て
行
う
。
「
高
殿
」
は
集
中
に
他
に
例
が
な
い
。
辰
巳
和
弘
は
、
記
・
紀
に
記
す
高
殿
は
「
大
王
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
王
権
儀
礼
の
場
」
で
、「
高
殿
は
神
と
人
（
大
王
）
が
交
感
す
る
空
間
」
だ
と
い
う
（「『
き
ざ
は
し
』
を
昇
る
存
在
」『
新
古
代
学
の
視
点
』
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。
天
皇
は
高
殿
か
ら
国
見
を
し
、
天
つ
神
、
国
つ
神
を
祀
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
山
の
神
と
川
の
神
が
天
皇
に
奉
仕
を
す
る
。
　
「
た
た
な
は
る
青
垣
山
」
以
下
八
句
は
、
山
の
神
が
天
皇
に
奉
仕
を
す
る
こ
と
を
い
う
。「
青
垣
」
は
青
々
と
し
た
山
並
み
を
、
離
宮
を
め
ぐ
る
垣
と
見
た
も
の
で
、
垣
の
内
側
は
聖
空
間
と
な
る
。
山
の
神
は
、
春
に
は
花
を
、
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秋
に
は
黄
葉
を
飾
る
。
花
や
黄
葉
は
、
土
地
の
霊
威
の
表
れ
で
あ
る
。
こ
こ
は
三
六
歌
の
「
花
散
ら
ふ
秋
津
の
野
辺
に
」
に
対
応
し
、
春
の
花
に
よ
る
予
祝
と
、
豊
饒
の
秋
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
「
行
き
沿
ふ
川
の
神
も
」
以
下
八
句
は
、
高
殿
に
沿
っ
て
行
き
流
れ
る
吉
野
川
に
お
い
て
川
の
神
が
漁
を
し
、
天
皇
の
御
食
事
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
い
う
。「
大
御
食
」
は
山
の
「
御
調
」
と
同
様
に
、
天
皇
に
服
属
を
誓
い
献
じ
ら
れ
る
。「
行
き
沿
う
」
は
、
山
に
沿
っ
て
流
れ
る
の
か
、
離
宮
に
沿
っ
て
流
れ
る
の
か
説
が
分
か
れ
る
が
、
後
者
で
あ
ろ
う
。
沿
う
川
に
包
ま
れ
て
内
側
は
聖
空
間
と
な
る
。
川
が
そ
の
垣
を
な
す
。
上
流
で
は
鵜
飼
い
が
催
さ
れ
、
下
流
で
は
「
さ
で
網
」
が
さ
し
渡
さ
れ
る
。
主
に
鮎
漁
を
い
う
。
鮎
は
川
魚
の
王
で
あ
り
（
守
屋
俊
彦
「
鵜
養
が
伴　
今
助
け
に
来
ね
」『
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）、
水
霊
の
象
徴
と
し
て
川
の
豊
饒
を
表
す
。
三
六
歌
の
「
朝
川
」「
夕
川
」
の
景
を
ふ
ま
え
、
大
宮
人
の
船
遊
び
か
ら
川
の
漁
に
転
じ
て
川
の
賑
わ
い
を
示
す
。
　
山
と
川
の
豊
饒
は
天
皇
に
帰
属
す
る
。
山
も
川
も
相
拠
っ
て
お
仕
え
す
る
神
の
御
代
で
あ
る
、
と
讃
え
る
。
現
に
あ
る
天
皇
の
御
代
を
「
神
の
御
代
」
と
讃
美
す
る
の
は
集
中
で
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
り
唯
一
で
あ
る
（
毛
利
正
守
「
柿
本
人
麻
呂
の
『
神
代
』
と
『
神
の
御
代
』
と
」『
萬
葉
學
藻
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）。
こ
こ
で
い
う
「
神
の
御
代
」
は
、「
八
千
矛
の
神
の
御
代
」（
二
〇
〇
二
）
な
ど
と
は
異
な
り
、
現
世
を
神
代
と
す
る
。
天
皇
が
「
神
さ
び
せ
す
」
と
こ
ろ
の
国
見
に
応
え
て
、
山
の
神
、
川
の
神
が
天
皇
に
奉
仕
を
す
る
、
か
つ
て
な
い
状
景
が
現
出
し
た
こ
と
に
驚
嘆
し
て
「
神
の
御
代
か
も
」
と
い
う
。
　
賑
わ
わ
し
く
漁
を
す
る
吉
野
川
の
漁
民
た
ち
の
姿
を
、
川
の
神
の
営
為
と
し
て
描
く
が
、
人
麻
呂
の
以
前
に
こ
の
よ
う
に
歌
う
こ
と
は
な
い
。
三
八
歌
の
よ
う
な
「
神
」
は
人
麻
呂
に
よ
っ
て
初
め
て
歌
わ
れ
る
。
赤
人
や
家
持
は
「
御
調
」
や
「
大
御
食
」
を
う
た
っ
て
も
、
神
々
の
奉
仕
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
川
の
神
の
営
為
と
し
て
表
現
す
る
の
か
。
　
上
野
理
は
、『
文
選
』
所
収
、
顔
延
年
の
遊
覧
詩
「
車
駕
京
口
に
幸
し
、
三
月
三
日
、
侍
し
て
曲
阿
の
後
湖
に
遊
ぶ
の
作
」
と
の
類
似
に
着
目
し
、
顔
延
年
が
、「
人
事
と
自
然
の
二
面
か
ら
帝
徳
を
讃
美
し
、
し
か
も
、
人
事
は
供
奉
者
の
多
さ
で
、
自
然
は
山
川
の
神
々
が
服
従
し
て
い
る
こ
と
で
表
現
す
る
構
成
方
法
は
、『
吉
野
讃
歌
』
に
共
通
」
す
る
と
い
う
（「
吉
野
讃
歌
」『
人
麻
呂
の
作
歌
活
動
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）。
一
方
、
清
水
克
彦
は
『
文
選
』
詩
を
四
首
挙
げ
、「
い
ず
れ
も
山
、
川
そ
の
他
の
自
然
が
神
格
化
さ
れ
て
お
り
、
天
子
に
奉
仕
、
協
力
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
が
、「
神
は
あ
く
ま
で
天
子
の
上
に
あ
」
り
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
（『
柿
本
人
麻
呂
』
前
掲
論
文
）。
遠
山
一
郎
も
、「
山
と
川
と
が
神
で
あ
る
の
も
、「
山
霊
」「
雨
師
」
や
「
山
祇
」「
水
若
」
に
基
づ
く
造
形
で
は
あ
る
ま
い
」
と
否
定
す
る
（『
天
皇
神
話
の
形
成
と
万
葉
集
』
前
掲
論
文
）。
し
か
し
、
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
人
麻
呂
が
『
文
選
』
を
参
照
し
、
構
想
を
借
り
用
い
た
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る４
。
　
反
歌
（
三
九
）
は
、「
山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
」
が
長
歌
末
尾
と
重
な
る
。
長
歌
は
神
の
御
代
と
讃
え
、
反
歌
は
、
山
の
神
も
川
の
神
も
こ
ぞ
っ
て
お
仕
え
す
る
「
神
な
が
ら
」
と
い
う
。
神
で
あ
る
天
皇
は
「
た
ぎ
つ
河
内
に
」
船
出
を
す
る
。「
河
内
」
に
川
の
中
の
意
味
は
な
い
。
河
内
に
お
い
て
船
出
を
す
る
。
船
出
に
つ
い
て
坂
本
勝
は
、
持
統
新
生
王
権
の
出
発
を
つ
げ
る
も
の
だ
と
い
う
（
坂
本
勝
「
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
の
方
法
」
前
掲
論
文
）。
一
方
、
品
田
悦
一
は
、「
船
出
為
加
母
」（
原
文
）
を
フ
ナ
デ
ス
ル
カ
モ
と
訓
み
、
動
作
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主
は
天
皇
で
は
な
く
、
大
宮
人
、
つ
ま
り
従
駕
の
一
行
で
あ
る
と
い
う
（
品
田
悦
一
「
神
な
が
ら
の
歓
喜
」
前
掲
論
文
）。
歌
の
末
尾
に
「
す
る
か
も
」
と
い
う
歌
は
集
中
二
三
例
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
せ
す
か
も
」
は
三
九
歌
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、「
せ
す
」
は
、
三
八
、
三
九
、
四
五
歌
の
人
麻
呂
歌
と
、「
夜
延
為　
吾
天
皇
寸
与
」（
巻
十
三
・
三
三
一
二
）
に
限
ら
れ
る
。
人
麻
呂
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
　
三
八
歌
は
天
皇
の
国
見
と
、
そ
れ
に
応
え
る
山
の
神
、
川
の
神
の
服
従
と
奉
仕
が
描
か
れ
る
。
三
九
歌
が
三
八
歌
の
末
尾
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
船
出
す
る
の
は
天
皇
と
な
る
。
仮
に
、
船
出
を
大
宮
人
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
高
殿
の
あ
る
河
内
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
そ
の
点
、
天
皇
が
船
出
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
山
の
神
、
川
の
神
の
奉
仕
に
応
じ
て
、
い
よ
い
よ
そ
の
川
に
乗
り
出
し
、
神
々
と
交
歓
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
六　
「
吉
野
讃
歌
」
の
構
想
と
「
近
江
荒
都
歌
」
の
関
係
　
「
吉
野
讃
歌
」
の
二
つ
の
歌
群
に
つ
い
て
全
体
の
流
れ
を
た
し
か
め
て
お
き
た
い
。
　
三
六
歌
で
は
、
天
皇
は
天
の
保
証
の
も
と
、
天
の
下
を
あ
ま
ね
く
統
治
す
る
。
数
多
く
の
国
が
あ
る
中
で
、
吉
野
の
国
が
天
皇
に
見
出
さ
れ
る
。
王
が
、
国
を
め
ぐ
り
、
最
も
す
ぐ
れ
た
地
を
発
見
し
建
都
す
る
か
た
ち
で
あ
る
。
吉
野
は
山
と
川
の
清
い
、
聖
な
る
河
内
で
あ
る
。
宮
が
建
て
ら
れ
る
と
、
大
宮
人
は
こ
ぞ
っ
て
宮
に
通
い
奉
仕
す
る
。
そ
し
て
、
川
に
言
寄
せ
て
都
の
永
遠
性
を
言
い
、
山
に
か
け
て
天
皇
の
統
治
の
高
大
さ
を
表
す
。
川
や
山
の
属
性
に
即
し
て
言
祝
ぐ
。
か
つ
て
な
い
繁
栄
に
、
滝
の
都
を
い
く
ら
見
て
も
満
足
す
る
こ
と
が
な
い
。
三
七
歌
で
は
、
そ
の
都
を
繰
り
返
し
見
て
繁
栄
を
喜
び
た
い
と
願
う
。
　
三
八
歌
で
は
、
天
皇
は
神
と
し
て
吉
野
川
の
た
ぎ
つ
河
内
に
高
殿
を
建
て
、
国
見
を
す
る
。
高
殿
に
お
い
て
天
つ
神
、
国
つ
神
を
祀
り
、
豊
饒
を
願
う
と
、
吉
野
を
取
り
囲
む
山
々
の
神
と
、
宮
に
沿
っ
て
流
れ
る
川
の
神
は
、
天
皇
に
豊
か
な
御
調
や
大
御
食
を
献
上
し
て
服
従
を
誓
う
。
眼
前
の
景
は
、
さ
な
が
ら
の
「
神
の
御
代
」
で
あ
る
。
　
な
お
、
冒
頭
部
、「
神
な
が
ら
神
さ
び
せ
す
」
と
あ
る
の
は
、
第
一
歌
群
で
、
天
皇
の
統
治
す
る
世
界
が
、
永
遠
で
高
大
で
、
人
の
目
で
は
見
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
繁
栄
の
さ
ま
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
天
皇
が
さ
な
が
ら
「
神
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
三
九
歌
で
は
、
天
皇
が
、
た
ぎ
ち
流
れ
る
河
内
で
船
出
を
す
る
。
事
実
と
し
て
は
従
駕
の
人
び
と
も
船
出
に
加
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
歌
で
は
天
皇
の
こ
と
と
し
て
表
現
す
る
。
第
二
歌
群
で
は
大
宮
人
は
一
切
登
場
し
な
い
。
天
皇
の
行
為
と
、
こ
れ
に
応
え
る
山
川
の
神
々
の
奉
仕
に
絞
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
国
見
を
見
つ
め
る
第
三
者
の
姿
や
思
い
も
描
か
れ
る
こ
と
が
な
い
。
三
八
歌
で
は
、
詠
嘆
は
「
神
の
御
代
か
も
」
の
み
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
体
の
叙
述
は
神
の
御
代
た
る
景
を
描
く
に
終
始
す
る
。
　
一
方
、
第
一
歌
群
で
は
、
天
皇
の
建
都
を
仰
ぎ
見
る
目
は
、
こ
れ
に
応
え
る
大
宮
人
の
奉
仕
を
も
見
な
が
ら
、
大
宮
人
と
も
ど
も
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」「
ま
た
か
へ
り
見
む
」、
と
詠
嘆
讃
美
す
る
。
視
線
は
天
皇
や
大
宮
人
の
外
部
に
あ
り
な
が
ら
、
臣
下
一
体
と
な
っ
て
感
動
を
共
有
し
て
も
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
第
二
歌
群
は
第
一
歌
群
の
展
開
の
上
に
成
り
立
つ
。
二
つ
の
歌
群
は
別
個
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
歌
群
で
天
皇
を
「
神
」
と
称
す
る
の
は
、
第
一
歌
群
に
お
い
て
天
皇
の
統
治
の
高
大
さ
が
讃
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さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
い
る
。
山
の
神
、
川
の
神
の
奉
仕
も
、
第
一
歌
群
で
川
と
山
の
属
性
に
即
し
て
讃
美
し
た
こ
と
に
も
と
づ
く
。
　
ま
た
、
天
皇
の
神
格
化
は
、「
近
江
荒
都
歌
」、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
に
お
い
て
、
神
武
か
ら
天
武
ま
で
の
過
去
の
天
皇
を
「
神
」「
天
皇
の
神
の
尊
」「
天
皇
」
と
称
す
る
の
に
対
し
、「
吉
野
讃
歌
」
で
は
現
世
の
持
統
天
皇
を
「
神
」
と
す
る
。
か
つ
て
な
い
天
皇
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
第
二
歌
群
で
現
世
の
天
皇
を
神
と
称
す
る
の
は
第
一
歌
群
か
ら
の
展
開
に
あ
り
、「
日
並
皇
子
挽
歌
」
で
天
武
天
皇
を
「
神
」
と
称
す
る
こ
と
と
は
別
個
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
吉
野
讃
歌
」
は
、
第
一
歌
群
か
ら
第
二
歌
群
に
展
開
す
る
相
を
も
つ
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
作
品
群
と
い
え
る
。
な
ぜ
二
群
に
分
け
て
展
開
す
る
構
想
を
得
た
の
か
。
こ
の
構
想
の
基
本
は
宮
（
空
間
）
と
御
代
（
時
間
）
で
あ
る
。
両
者
が
深
く
関
わ
る
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
が
、
人
麻
呂
の
作
品
史
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、「
近
江
荒
都
歌
」
制
作
の
経
験
が
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
「
近
江
荒
都
歌
」
は
、
壬
申
の
乱
に
際
し
て
滅
び
た
近
江
大
津
宮
の
荒
廃
を
悲
傷
す
る
。
宮
都
の
滅
亡
を
う
た
う
最
初
の
歌
で
あ
る
。
都
の
滅
び
を
死
に
喩
え
れ
ば
、「
近
江
荒
都
歌
」
は
宮
都
へ
の
挽
歌
と
な
る
（
菊
池
威
雄
「
三
輪
山
歌
か
ら
近
江
荒
都
歌
へ
」『
柿
本
人
麻
呂
攷
』、
初
出
一
九
八
〇
年
）。
一
方
、「
吉
野
讃
歌
」
は
、
天
皇
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
建
都
さ
れ
た
こ
と
を
讃
美
す
る
。
「
近
江
荒
都
歌
」
と
は
ま
さ
に
反
対
の
内
容
を
も
つ
。
死
と
再
生
と
い
う
神
話
的
論
理
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
作
品
は
相
俟
っ
て
宮
都
の
神
話
を
な
す
（
拙
稿
「『
近
江
荒
都
歌
』
論
二
」
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
『
国
語
国
文
学
』
二
一
号
、
一
九
八
九
年
）。
　
つ
ぎ
に
、
両
歌
の
関
係
を
確
か
め
た
い
。
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、
歌
の
末
尾
に
即
し
て
述
べ
る
。
　
　
  
近
江
の
荒
れ
た
る
都
に
過よき
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
玉
だ
す
き　
畝うね
び傍
の
山
の　
橿かし
原はら
の　
ひ
じ
り
の
御み
代よ
ゆ　
或ある
は
云
ふ
「
宮
ゆ
」　
生あ
れ
ま
し
し　
神
の
こ
と
ご
と　
つ
が
の
木
の　
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に　
天
の
下　
知
ら
し
め
し
し
を　
或
は
云
ふ
「
め
し
け
る
」　
天そら
に
み
つ　
大
和
を
置
き
て　
あ
を
に
よ
し　
奈
良
山
を
越
え　
或
は
云
ふ
「
そ
ら
み
つ　
大
和
を
置
き　
あ
を
に
よ
し　
奈
良
山
越
え
て
」　
い
か
さ
ま
に　
思
ほ
し
め
せ
か　
或
は
云
ふ
「
思
ほ
し
け
め
か
」　
天あま
ざ
か
る　
鄙ひな
に
は
あ
れ
ど　
石いは
走ばし
る　
近
江
の
国
の　
楽ささ
な
み浪
の　
大
津
の
宮
に　
天
の
下　
知
ら
し
め
し
け
む　
天すめ
ろ
き皇
の　
神
の
尊みことの　
大
宮
は　
こ
こ
と
聞
け
ど
も　
大
殿
は　
こ
こ
と
言
へ
ど
も　
春
草
の　
繁
く
生
ひ
た
る　
霞
立
ち　
春はる
日ひ
の
霧き
れ
る　
或
は
云
ふ
「
霞
立
ち　
春
日
か
霧
れ
る　
夏
草
か　
し
げ
く
な
り
ぬ
る
」　
も
も
し
き
の　
大
宮
所　
見
れ
ば
悲
し
も　
或
は
云
ふ
「
見
れ
ば
さ
ぶ
し
も
」 
（
巻
１
・
二
九
）
　
　
反
歌
楽ささ
な
み浪
の　
志
賀
の
唐
崎　
幸さき
く
あ
れ
ど　
大
宮
人
の　
舟
待
ち
か
ね
つ 
（
三
〇
）
楽
浪
の　
志
賀
の　
一
に
云
ふ
「
比
良
の
」　
大
わ
だ　
淀
む
と
も　
昔
の
人
に　
ま
た
も
逢
は
め
や
も　
一
に
云
ふ
「
逢
は
む
と
思
へ
や
」
 
（
三
一
）
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二
九
歌
は
、
神
武
以
来
代
々
の
天
皇
が
、
大
和
に
都
を
お
い
て
天
の
下
を
治
め
て
き
た
が
、
鄙
の
地
で
あ
る
近
江
の
国
の
大
津
宮
に
都
を
遷
し
た
天
智
天
皇
の
宮
殿
は
、
今
や
春
草
な
ど
に
覆
わ
れ
る
ば
か
り
で
、
見
る
と
悲
し
い
、
と
い
う
。
宮
殿
の
喪
失
を
「
見
れ
ば
悲
し
も
」
と
悲
傷
す
る
が
、
三
六
歌
で
は
「
水
た
ぎ
つ
滝
の
都
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
讃
美
す
る
。
結
句
い
ず
れ
も
「
見
る
」
こ
と
に
関
わ
る
。
本
来
、「
見
る
」
こ
と
は
呪
術
的
行
為
で
あ
り
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
と
の
間
に
は
魂
の
交
流
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
土
橋
寛
「〝
見
る
〞
こ
と
の
タ
マ
フ
リ
的
意
義
」『
万
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』、
初
出
一
九
六
一
年
）。
即
ち
生
命
力
に
満
ち
た
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
う
ち
に
生
命
力
を
取
り
込
む
。
な
ら
ば
、
見
る
こ
と
が
悲
し
み
に
つ
な
が
る
と
の
発
見
は
呪
術
的
世
界
か
ら
の
覚
醒
を
示
す
。
益
田
勝
実
は
、「
悲
し
」
が
初
期
万
葉
に
な
い
主
体
的
な
情
感
で
あ
る
と
述
べ
る
（「
柿
本
人
麻
呂
の
抒
情
の
構
造
」『
日
本
文
学
』
六
巻
二
号
、
一
九
五
七
年
二
月
）。
人
麻
呂
は
「
見
る
」
こ
と
の
悲
し
み
の
認
識
を
ふ
ま
え
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
新
し
い
神
話
世
界
を
開
く
。
人
の
見
る
力
で
は
及
ば
な
い
、
天
皇
の
巨
大
な
力
に
満
ち
た
世
界
の
現
前
を
讃
美
す
る
。
　
三
一
歌
は
、「
昔
の
人
」（
こ
の
地
で
か
つ
て
船
遊
び
を
し
た
、近
江
朝
の
大
宮
人
）
に
、
再
び
逢
う
こ
と
は
あ
り
は
し
な
い
、
と
い
う
。「
ま
た
も
逢
は
め
や
も
」
は
、
過
去
の
時
間
と
の
訣
別
を
告
げ
る
。
一
方
、
三
七
歌
で
は
「
ま
た
か
へ
り
見
む
」
と
い
う
。
こ
の
吉
野
の
川
を
絶
え
る
こ
と
な
く
永
遠
に
、
再
び
繰
り
返
し
て
見
よ
う
、
と
未
来
に
向
け
て
、
反
復
し
て
止
む
こ
と
の
な
い
神
話
的
時
間
を
い
う
。
　
三
〇
歌
で
は
、
志
賀
の
唐
崎
の
周
辺
を
、
か
つ
て
近
江
朝
の
大
宮
人
は
船
で
め
ぐ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
船
は
い
く
ら
待
っ
て
も
戻
っ
て
は
来
な
い
。
こ
れ
も
過
去
と
の
断
絶
が
う
た
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
九
歌
で
は
「
船
出
せ
す
か
も
」
と
、
新
し
い
時
代
へ
の
船
出
が
う
た
わ
れ
る
。
　
以
上
、「
近
江
荒
都
歌
」
と
「
吉
野
讃
歌
」
の
末
尾
に
、
両
者
の
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
近
江
荒
都
歌
」
の
成
立
は
持
統
三
、
四
年
頃
で
、「
吉
野
讃
歌
」
と
同
じ
か
、
や
や
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
長
歌
に
六
箇
所
、
三
一
歌
に
二
箇
所
の
異
文
注
記
が
あ
る
。
人
麻
呂
歌
の
異
文
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伝
誦
上
の
訛
伝
と
す
る
説
、
推
敲
過
程
を
示
す
と
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
岩
下
武
彦
は
、
異
文
を
初
案
、
本
文
を
再
案
と
し
、
異
文
が
宮
都
に
関
し
て
倭
を
讃
美
す
る
も
の
で
あ
る
に
対
し
、
本
文
で
は
一
系
の
皇
統
の
永
続
を
讃
え
る
文
脈
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
（「
近
江
荒
都
歌
の
資
料
構
造
」『
柿
本
人
麻
呂
作
品
研
究
序
説
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）。
内
藤
明
も
、
異
文
か
ら
本
文
へ
の
変
化
は
、
土
地
（
空
間
）
か
ら
歴
史
（
時
間
）
へ
と
時
間
を
構
造
化
し
て
い
く
も
の
と
す
る
（「『
近
江
荒
都
歌
』
の
構
造
と
位
相
」『
国
文
学
研
究
』
八
二
集
、
一
九
八
四
年
三
月
）。
　
右
の
指
摘
の
よ
う
に
、
冒
頭
部
、
本
文
「
ひ
じ
り
の
御
代
ゆ
」
に
対
し
、
異
文
に
「
宮
ゆ
」
と
あ
り
、
以
下
、
異
文
で
は
宮
都
の
所
在
を
天
智
天
皇
は
倭
か
ら
近
江
に
移
し
た
と
い
う
が
、
本
文
で
は
神
武
天
皇
以
来
の
皇
統
が
天
の
下
を
治
め
た
倭
を
差
し
置
い
て
、
天
智
天
皇
は
近
江
に
お
い
て
天
の
下
を
統
治
し
た
と
い
う
。
異
文
で
は
「
ひ
じ
り
の
宮
」
と
「
大
津
の
宮
」
が
響
き
合
い
、
本
文
で
は
「
橿
原
の
ひ
じ
り
の
御
代
」
と
「
天
皇
の
神
の
命
」
が
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
異
文
で
は
宮
都
の
遷
り
と
し
て
描
き
、
本
文
で
は
皇
統
の
歴
史
と
し
て
叙
述
す
る
。
ま
た
、
末
尾
で
は
、
異
文
に
「
見
れ
ば
さ
ぶ
し
も
」
と
す
る
。
人
麻
呂
の
「
吉
備
の
津
の
采
女
挽
歌
」（
二
一
七
）
に
「
そ
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の
夫
の
子
は
さ
ぶ
し
み
か
思
ひ
て
寝
ら
む
」
と
、
愛
す
る
妻
を
喪
っ
た
夫
の
心
情
を
「
さ
ぶ
し
み
か
」
と
い
う
。「
さ
ぶ
し
」
は
共
に
あ
る
べ
き
も
の
を
喪
っ
た
時
の
、
充
た
さ
れ
な
い
思
い
を
い
う
だ
ろ
う
。
二
九
歌
異
文
で
は
、
あ
る
べ
き
壮
麗
な
「
宮
」
が
な
い
喪
失
感
を
表
す
。
一
方
、
本
文
の
「
見
れ
ば
悲
し
も
」
の
「
か
な
し
」
は
、
胸
が
詰
ま
る
よ
う
な
切
な
い
思
い
を
い
う
が
、「
悲
」
字
（
原
文
「
見
者
悲
毛
」）
に
よ
っ
て
、
身
を
さ
い
な
む
よ
う
な
か
な
し
み
を
表
す
。
帰
り
来
ぬ
「
時
」
へ
の
思
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
　
「
近
江
荒
都
歌
」
は
、
異
文
で
は
宮
都
と
い
う
空
間
に
即
し
て
、
本
文
で
は
皇
統
の
歴
史
と
い
う
時
間
に
即
し
て
述
べ
る
。
二
つ
の
形
は
初
案
・
再
案
と
さ
れ
る
が
、
両
方
の
形
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
異
文
が
第
一
次
発
表
、
本
文
が
第
二
次
発
表
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
人
麻
呂
は
異
文
の
不
備
を
た
だ
し
、
表
現
を
精
錬
し
て
本
文
歌
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
が
、
発
表
の
時
点
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
完
結
し
た
作
品
で
あ
り
、
二
つ
の
「
近
江
荒
都
歌
」
と
い
っ
て
よ
い
。
視
点
を
異
に
す
る
、
こ
の
二
つ
の
形
を
構
想
し
た
と
き
の
考
え
を
基
底
に
し
て
「
吉
野
讃
歌
」
は
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
一
歌
群
は
宮
と
い
う
空
間
に
即
し
て
、
第
二
歌
群
は
御
代
と
い
う
時
間
に
即
し
て
表
現
す
る
。
吉
野
の
宮
の
空
間
の
聖
化
と
、
君
臨
す
る
天
皇
の
、
い
わ
ば
広
大
無
辺
な
統
治
を
描
き
、
つ
い
で
天
皇
が
国
見
を
す
る
と
神
々
が
こ
れ
に
応
え
る
御
代
の
繁
栄
を
讃
美
す
る
。
た
だ
し
、「
吉
野
讃
歌
」
で
は
「
御
代
」
は
讃
仰
す
べ
き
現
世
を
い
う
。「
近
江
荒
都
歌
」
が
神
武
か
ら
始
ま
り
天
智
ま
で
の
皇
統
を
い
う
よ
う
に
は
、
時
間
が
構
造
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
「
吉
野
讃
歌
」
は
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」「
ま
た
か
へ
り
見
む
」
と
い
う
、
反
復
し
円
環
す
る
一
種
無
時
間
的
な
神
話
世
界
を
表
し
出
す
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注（
１
）　
吉
野
行
幸
の
目
的
は
、
遠
藤
宏
に
よ
る
と
、
①
景
勝
を
賞
美
し
宴
楽
に
興
ず
る
、
②
丹
生
川
上
社
に
風
雨
の
順
調
を
祈
願
す
る
、
③
み
そ
ぎ
を
す
る
、
④
天
武
天
皇
を
追
懐
す
る
、
⑤
人
間
性
を
回
復
・
蘇
生
す
る
、
⑥
国
家
の
安
寧
を
祈
る
、
⑦
そ
の
他
│
地
方
巡
守
・
神
仙
思
想
に
よ
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（「
持
統
帝
吉
野
行
幸
の
動
機
」『
講
座
日
本
文
学
の
争
点
１　
上
代
篇
』
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
）。
ま
た
、
持
統
朝
の
政
治
動
向
や
皇
位
継
承
の
観
点
か
ら
の
論
も
あ
る
（
神
堀
忍
「
持
統
女
帝
の
吉
野
行
幸
」『
講
座
飛
鳥
の
歴
史
と
文
学
①
』
駸
々
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
。
金
井
清
一
「
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
と
藤
原
不
比
等
」『
万
葉
詩
史
の
論
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）。
（
２
）　
持
統
朝
に
は
伊
勢
神
宮
の
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
る
。
榎
村
寛
之
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
国
家
神
と
し
て
、
農
耕
を
始
め
と
す
る
全
て
の
生
産
を
保
証
す
る
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
（『
伊
勢
神
宮
と
古
代
王
権
』
二
六
五
頁
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
ま
た
、
持
統
紀
四
年
正
月
条
に
は
、
畿
内
の
天
神
地
祇
に
班
幣
す
る
記
事
が
あ
り
、
持
統
の
主
導
の
下
、
律
令
祭
祀
制
度
が
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
（
３
）　
村
島
祥
子
「
上
代
の
〈
名
詞
│
ナ
ガ
ラ
〉
と
カ
ラ
」（『
上
代
文
学
』
九
一
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
は
、「
高
市
皇
子
挽
歌
」
の
「
皇
子
な
が
ら
」
を
「
天
武
が
ミ
コ
で
あ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
」
と
解
す
る
。
天
武
を
ミ
コ
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
場
合
、
天
武
を
指
す
と
見
る
の
は
難
し
い
。
（
４
）　
笹
生
衛
は
『
礼
記
』
祭
法
第
二
十
三
、「
…
…
山
林
川
谷
丘
陵
の
能
く
雲
を
出
し
風
雨
を
為
し
怪
物
を
見あら
わ
す
を
皆
、
神
と
曰
う
。
天
下
を
有たも
つ
者
は
百
神
を
祭
る
…
…
」
を
引
き
、
五
世
紀
の
わ
が
国
の
祭
祀
と
の
関
係
を
説
く
（『
神
と
死
者
の
考
古
学
』
一
一
一
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。
三
八
歌
の
場
合
、
天
皇
は
特
権
的
に
自
然
神
の
奉
仕
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
祭
る
者
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
